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C O N T E N T S

静岡の伝統工芸品 “駿河竹千筋細工”
に高校生のとき魅了された大村さん。
卒業後すぐ静岡竹工芸協同組合の篠宮
理事長の元で学び始めました。
それから10年。「単純にステキだと

感じ飛び込んだこの世界は、知れば知
るほど魅力的で奥が深い。日々勉強で
す」。
体験学習などで使用するキットや展

示会出展品の製作などを行いながら、
実際にお客様とお会いし販売する機会
も、「今は、作り手が直接お客様の前
へ出て販売することが求められる時
代。はじめは緊張しましたが、直接お
話しをするとお客様も安心して買って
いただけますし、駿河竹千筋細工のす
ばらしさも伝えられるんですよ」。
目標は、「オリジナリティ溢れる時

代に沿った作品を作っていきたいで
す。そしていくつになってもこの仕事
に携わっていたいですね」。
これからの “駿河竹千筋細工” を守っ

ていく若き女性の職人。凛としたえが
おが印象的でした。

大村恵美さん

静岡竹工芸協同組合
（静岡市葵区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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静岡県の労働事情
22年度 中小企業労働事情実態調査の概要

経営状況｢良い｣が大きく増加
七割以上の企業で高齢者の継続雇用制度を導入
二割超の企業が来年度新卒の採用｢未定｣
四割近くが「今年度賃上げ実施」

調
査
の
あ
ら
ま
し

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
雇
用
環
境
は
、リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
世
界
経
済
の
急
激
な
冷
え
込

み
の
影
響
を
強
く
受
け
、極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。

今
回
で
四
七
回
目
と
な
る
本
調
査
は
、こ
う
し

た
状
況
下
に
お
け
る
中
小
企
業
の
労
働
事
情
を
的

確
に
把
握
し
、中
小
企
業
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い

く
た
め
、全
国
中
央
会
を
通
じ
て
、全
国
一
斉
に
行

な
わ
れ
た
。

調
査
対
象
…		

従
業
員
三
〇
〇
人
以
下
の
県
内
事
業

所
八
〇
〇
社

有
効
回
答
…	

四
八
一
社（
回
収
率
六
一
．〇
％
）

調
査
時
点
…	

平
成
二
二
年
七
月
一
日

調
査
方
法
…		

本
会
会
員
組
合
等
よ
り
業
種
等
を
勘

案
し
対
象
組
合
を
選
定
。組
合
を
通

じ
て
傘
下
の
組
合
員
企
業
に
配
布

し
、本
会
宛
に
直
接
郵
送
さ
れ
た
も

の
を
静
岡
県
回
答
と
し
て
取
り
ま
と

め
、全
国
中
央
会
で
全
国
集
計
し
た
。

調
査
内
容
…		
①
経
営
②
労
働
時
間
③
有
給
休
暇
④

障
害
者
雇
用
⑤
高
齢
者
雇
用
⑥
最
低

賃
金
引
き
上
げ
⑦
新
規
学
卒
者
の
採

用
⑧
賃
金
改
定

従
業
員
に
つ
い
て

女
性
従
業
員
の
三
五
％
が
パ
ー
ト
労
働
者

回
答
事
業
所
の
常
用
労
働
者
数
は
、二
〇
，一
八

三
人
で
、男
性
が
一
四
，七
〇
五
人（
七
二
．九
％
）、

女
性
が
五
，四
七
八
人（
二
七
．一
％
）。規
模
別
で

は「
一
〜
九
人
」の
事
業
所
で
女
性
比
率
が
高
い

（
四
〇
．〇
％
）。

男
性
比
率
が
高
い
業
種（
回
答
事
業
所
一
〇

社
以
上
。以
下
同
じ
）は「
総
合
工
事
業
」（
八
六
．

九
％
）、「
運
輸
業
」（
八
六
．八
％
）で
八
五
％
を
超

え
た
。一
方
、女
性
比
率
が
高
い
の
は「
食
料
品
」

（
四
九
．八
％
）、「
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
」（
四
七
．

〇
％
）、「
小
売
業
」（
四
六
．五
％
）で
あ
る
。

雇
用
形
態
を
男
女
別
に
み
る
と
、男
性
で
は「
正

社
員
」が
八
四
．七
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、「
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
」（
六
．八
％
）、「
ア
ル
バ
イ
ト
・
そ
の
他
」

（
五
．八
％
）、「
派
遣
」（
二
．八
％
）と
続
く（
図
表

①
）。規

模
別
で
は
、一
〇
〇
人
以
上
の
事
業
所
で「
正

社
員
」比
率
が
低
く
な
り
、「
三
〇
〇
人
超
」の
事

業
所
で
は「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」の
比
率
が
二
七
．

二
％
と
三
割
近
く
に
達
す
る
。

一
方
、女
性
で
は
、男
性
同
様「
正
社
員
」が
最
多

だ
が
、「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」も
三
五
．七
％
と
多
く

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る（
図
表
②
）。

労
働
組
合
の
有
無
に
つ
い
て
は
、「
な
い
」が
九

〇
．六
％
に
達
し
、「
あ
る
」は
一
割
未
満
に
と
ど

ま
っ
た
。

大
規
模
事
業
所
ほ
ど
組
織
率
が
高
く
、「
一
〜

九
人
」の
事
業
所
で
は
一
．八
％
で
あ
る
の
に
対

し
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」の
事
業
所
で
は
三
四
．

〇
％
と
三
事
業
所
に
一
件
の
割
合
と
な
る
。

「
製
造
業
」の
組
織
率（
一
二
．三
％
）は
、「
非
製

造
業
」の
組
織
率（
六
．七
％
）の
概
ね
二
倍
と
な
っ

て
い
る
。

特集
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経
営
状
況
に
つ
い
て

経
営
状
況
「
良
い
」
が
大
き
く
増
加

現
在
の
経
営
状
況
は「
良
い
」が
一
三
．〇
％（
対

前
年
比

一
〇
．一
ポ
イ
ン
ト
）、「
変
わ
ら
な
い
」

が
三
二
．一
％
（
同

一
五
．五
ポ
イ
ン
ト
）、「
悪

い
」が
五
四
．九
％
（
同

二
五
．五
ポ
イ
ン
ト
）。

「
良
い
」が
伸
び
、「
悪
い
」が
大
き
く
減
少
し
た
の

が
注
目
さ
れ
る（
図
表
③
）。

業
種
別
で
み
る
と「
良
い
」は「
製
造
業
」（
二
〇
．

〇
％
）が「
非
製
造
業
」（
六
．七
％
）を
上
回
り
、「
悪

い
」は「
非
製
造
業
」（
六
二
．三
％
）が「
製
造
業
」

（
四
六
．七
％
）を
上
回
っ
た
。

具
体
的
業
種
別
で
は「
そ
の
他
の
製
造
業
」（
三

六
．四
％
）、「
機
械
器
具
」（
三
四
．〇
％
）、「
金
属
・

同
製
品
」（
三
一
．三
％
）で「
良
い
」が
三
割
を
超

え
、「
木
材
・
木
製
品
」（
七
八
．〇
％
）、「
設
備
工
事

業
」（
七
一
．四
％
）で「
悪
い
」が
七
割
を
超
え
て

い
る
。

主
要
事
業
の
今
後
の
方
針
は「
現
状
維
持
」（
六

三
．六
％　

対
前
年
比

一
．三
ポ
イ
ン
ト
）、「
強

化
拡
大
」（
二
四
．八
％　

同

二
．六
ポ
イ
ン

ト
）、「
縮
小
」（
一
〇
．四
％　

同

一
．六
ポ
イ
ン

ト
）で「
強
化
拡
大
」が
僅
か
な
が
ら
増
加
し
た

（
図
表
④
）。

規
模
別
で
は「
強
化
拡
大
」は
大
規
模
事
業
所
ほ

ど
多
く
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」の
事
業
所
で
は

三
六
．五
％
と
三
分
の
一
を
超
え
た
。

具
体
的
な
業
種
別
で
み
る
と
、「
強
化
拡
大
」は

「
そ
の
他
の
製
造
業
」で
五
割
を
超
え
、「
現
状
維

持
」は「
設
備
工
事
業
」で
八
割
を
超
え
た
。

組合活性化情報
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一
方
、「
経
営
上
の
強
み
」（
複
数
回
答
）は「
顧
客

へ
の
納
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
速
さ
」（
三
二
．七
％　

対

前
年
比

四
．五
ポ
イ
ン
ト
）が
最
多
で
八
年
連

続
一
位
と
な
っ
た
。こ
れ
に「
製
品
の
品
質
・
精
度

の
高
さ
」（
二
八
．一
％　

同

二
．〇
ポ
イ
ン
ト
）、

「
組
織
の
機
動
力
・
柔
軟
性
」（
二
三
．六
％　

同

五
．五
ポ
イ
ン
ト
）が
続
く（
図
表
⑥
）。

規
模
別
に
み
る
と「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」の

事
業
所
で「
生
産
技
術
・
生
産
管
理
能
力
」（
三
三
．

三
％
）が「
顧
客
へ
の
納
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
速
さ
」に

次
い
で
多
く
な
っ
て
い
る
。

「
経
営
上
の
あ
い
路
」（
複
数
回
答
）の
上
位
三
項

目
は
昨
年
度
と
同
じ
順
で「
販
売
不
振
・
受
注
の
減

少
」（
六
三
．三
％ 

対
前
年
比

二
．五
ポ
イ
ン
ト
）、

「
同
業
他
社
と
の
競
争
激
化
」（
四
五
．四
％　

同

一
〇
．五
ポ
イ
ン
ト
）、「
製
品
価
格（
販
売
価
格
）の

下
落
」（
二
六
．九
％　

同

三
．九
ポ
イ
ン
ト
）。

「
同
業
他
社
と
の
競
争
激
化
」は
昨
年
度
か
ら
大

き
く
ポ
イ
ン
ト
を
伸
ば
し
た（
図
表
⑤
）。

業
種
別
で
は「
同
業
他
社
と
の
競
争
激
化
」で
、

「
製
造
業
」（
三
四
．四
％
）と「
非
製
造
業
」（
五
五
．

三
％
）で
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
差
が
見
ら
れ
た
。

労
働
時
間
に
つ
い
て

三
年
連
続
で
残
業
時
間
減
少

週
所
定
労
働
時
間
が「
四
〇
時
間
以
上
」の
事
業

所
は
全
体
の
六
四
．三
％
（
対
前
年
比

五
．七
ポ

イ
ン
ト
）に
達
し
、過
去
五
年
間
で
最
大
と
な
っ
た

（
図
表
⑦
）。

規
模
別
で
は「
三
八
時
間
以
下
」と「
四
〇
時
間

超
四
四
時
間
以
下
」は
小
規
模
事
業
所
ほ
ど
多
く
、

「
三
八
時
間
超
四
〇
時
間
未
満
」と「
四
〇
時
間
」は

「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」の
事
業
所
で
多
い
。

業
種
別
に
み
る
と「
四
〇
時
間
以
上
」の
事
業

所
の
割
合
は「
非
製
造
業
」（
七
三
．一
％
）が「
製
造

業
」（
五
四
．九
％
）を
大
き
く
上
回
っ
た
。

具
体
的
業
種
で
は
、「
運
輸
業
」（
八
九
．二
％
）、

「
職
別
工
事
業
」（
八
一
．九
％
）な
ど
で「
四
〇
時
間

以
上
」の
事
業
所
の
割
合
が
八
割
を
超
え
た
。

平成21年 平成20年 平成19年 平成18年

位 項　　　目 比率 比率 比率 比率 比率

平成22年

平成21年 平成20年 平成19年 平成18年平成22年

位 項　　　目

順
位
順

位
順

位
順

位
順

順

1 販売不振・受注の減少 63.3 1 65.8 2 49.1 3 38.8 2 41.7
2 同業他社との競争激化 45.4 2 34.9 4 30.4 4 32.2 3 34.1
3 製品価格（販売価格）の下落 26.9 3 23.0 6 13.9 6 15.8 5 17.7
4 人材不足（質の不足） 24.6 4 22.3 3 38.8 1 42.5 1 43.4
5 原材料・仕入品の高騰 21.7 5 19.5 1 57.5 2 40.0 4 32.3
6 納期・単価等の取引条件の厳しさ 19.2 6 15.1 5 14.2 5 17.6 6 14.9
7 人件費の増大 15.6 7 15.1 7 12.8 9 11.6 7 13.6
8 製品開発力・販売力の不足 13.1 8 13.1 9 8.9 8 14.6 8 11.6
9 金融・資金繰り難 10.2 9 10.4 12 4.6 12 5.3 10 8.8

10 労働力の過剰 5.2 11 6.8 － － － － － －
11 環境規制の強化 5.0 16 1.8 11 5.5 11 6.4 12 6.6
12 労働力不足（量の不足） 4.4 15 2.5 8 12.3 7 15.3 9 9.3

1 顧客への納品・サービスの速さ 32.7 1 28.2 1 33.1 1 28.1 1 27.8
2 製品の品質・精度の高さ 28.1 2 26.1 2 27.9 2 26.9 3 23.2
3 組織の機動力・柔軟性 23.6 5 18.1 － － 5 18.8 2 23.4
4 製品・サービスの独自性 20.8 6 17.6 3 21.1 4 20.2 4 22.3
5 財務体質の強さ・資金調達力 18.8 7 17.6 5 16.4 7 16.3 7 14.2
6 商品・サービスの質の高さ 18.0 3 20.0 4 16.9 3 21.6 6 16.3
7 技術力・製品開発力 17.7 8 17.4 7 12.0 9 12.5 11 10.4
8 生産技術・生産管理能力 17.3 4 19.5 6 12.0 6 17.3 5 18.3
9 優秀な仕入先・外注先 13.9 9 11.7 10 10.5 8 14.7 8 12.8

10 営業力・マーケティング力 11.9 12 8.2 11 9.8 12 9.4 12 10.1
11 企業・製品のブランド力 11.3 13 8.0 12 8.8 13 9.3 13 9.3
12 製品・サービスの企画力・提案力 10.6 11 9.9 9 10.5 11 9.6 10 10.6

比率 比率 比率 比率 比率位
順

位
順

位
順

位
順

図表⑤ 「経営上のあい路」の推移（3項目以内複数回答：％）

図表⑥ 「経営上の強み」の推移（3項目以内複数回答：％）

38時間
以下

10.5%

38時間超
40時間
未満

25.2%

40時間超
44時間
以下

13.6%

38時間
以下

10.5%

38時間超
40時間
未満

25.2%

40時間
50.7%

40時間超
44時間
以下

13.6%

図表⑦ 週所定労働時間
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従
業
員
一
人
あ
た
り
の
月
平
均
残
業
時
間
は
、

九
．〇
二
時
間
。昨
年
度
か
ら
二
．五
五
時
間
減
少

し
、三
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た（
図
表
⑧
）。

規
模
別
で
は
、大
規
模
事
業
所
ほ
ど
月
平
均
残

業
時
間
が
多
く
な
る
な
ど
、規
模
別
の
格
差
は
顕

著
。「
一
〜
九
人
」の
事
業
所
で
は「
残
業
な
し
」が

七
三
．二
％
に
対
し「
一
〇
時
間
以
上
の
残
業
」は

一
割
未
満
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
方「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」の
事
業
所
で
は

「
残
業
な
し
」が
一
割
未
満
で
あ
る
の
に
対
し「
一

〇
時
間
以
上
の
残
業
」は
六
割
近
く
に
達
し
た
。

時
間
外
労
働
削
減
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

「
積
極
的
」（
一
九
．二
％
）と「
あ
る
程
度
」（
三
七
．

六
％
）を
あ
わ
せ
五
六
．八
％
が「
取
り
組
ん
で
い

る
」と
回
答
。一
方「
取
り
組
み
は
し
て
い
な
い
」は

二
三
．三
％
と
な
っ
た（「
時
間
外
労
働
は
な
い
」 

一
九
．九
％
）。

規
模
別
に「
取
り
組
ん
で
い
る
」事
業
所
を
み
る

と
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
多
く「
一
〇
〇
〜
三

〇
〇
人
」の
事
業
所
で
は
九
〇
．二
％
に
達
し
た
。

時
間
外
労
働
削
減
の
た
め
の
取
り
組
み
内
容

は
、「
仕
事
の
や
り
方
の
工
夫
・
改
善
」が
六
六
．

四
％
で
最
も
多
く
、「
管
理
職
に
よ
る
残
業
時
間
管

理
の
徹
底
」（
四
八
．九
％
）が
続
い
た（
図
表
⑨
）。

規
模
別
に
み
る
と「
管
理
職
に
よ
る
管
理
の
徹

底
」や「
残
業
・
休
日
労
働
の
上
限
の
設
定
」は
大
規

模
事
業
所
ほ
ど
多
く
、「
帰
り
や
す
い
雰
囲
気
づ
く

り
」は
小
規
模
事
業
所
ほ
ど
多
い
。

有
給
休
暇
に
つ
い
て

有
給
休
暇
の
平
均
取
得
日
数
は
六
．七
五
日

有
給
休
暇
の
平
均
付
与
日
数
は
一
四
．八
六
日

で
、昨
年（
一
五
．一
二
日
）よ
り
若
干
減
少
し
た
。

規
模
別
で
は「
一
〜
九
人
」が
一
二
．〇
九
日
、

「
一
〇
〜
二
九
人
」が
一
五
．一
七
日
、「
三
〇
〜
九

九
人
」が
一
五
．九
八
日
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」

が
一
六
．一
三
日
と
、大
規
模
事
業
所
ほ
ど
多
い
。

一
方
、平
均
取
得
日
数
は
六
．七
五
日（
昨
年
七
．

四
四
日
）で
、こ
ち
ら
も
昨
年
よ
り
減
少
し
た
。

年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は「
推
進
は
し
て
い
な
い
」が
六
六
．九
％
。

「
あ
る
程
度
」（
二
七
．〇
％
）と「
積
極
的
に
」（
六
．

一
％
）を
あ
わ
せ「
推
進
し
て
い
る
」事
業
所
は
三

分
の
一
と
な
っ
た
。

取
り
組
み
内
容
は「
半
日
・
時
間
単
位
で
の
付
与

制
度
の
導
入
」（
四
七
．一
％
）が
最
多
。「
夏
季
な
ど

に
連
続
休
暇
取
得
を
勧
奨
」（
三
五
．三
％
）、「
計
画

的
な
付
与
の
実
施
」（
三
四
．〇
％
）も
三
割
を
超
え

て
い
る（
図
表
⑩
）。

組合活性化情報

静岡県の労働事情

残業なし
36.0%

20～30
時間未満

11.4% 残業なし
36.0%

1～10
時間未満

27.3%

1～10
時間未満

27.3%

10～20
時間未満

16.7%

20～30
時間未満

11.4%

30～50
時間未満

7.4%

50時間以上
1.1%

図表⑧ 月平均残業時間

2.3

1.5

6.16.1

8.88.8

14.1

22.1

23.3

48.9

66.4

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

一定時間での一斉消灯の実施

放送や巡回による定時退社の呼びかけ

ノー残業デーの実施

残業・休日労働の上限の設定

帰りやすい雰囲気づくり

従業員との時間外労働削減の話し合い

仕事のやり方の工夫・改善

管理職による残業時間管理の徹底

（％）

図表⑨  時間外労働削減のための取り組み内容（複数回答）

3.9

2.6

5.2

8.5

9.2

19.0

34.0

35.3

47.1

0 10 20 30 40 50

その他

取得推進月間の設定

社内掲示等による呼びかけ

管理職の率先した取得

誕生日など記念日等での取得促進

休暇取得状況の点検と取得勧奨

計画的な付与の実施

夏季などに連続休暇取得を勧奨

半日・時間単位での付与制度の導入

（％）

図表⑩  年次有給休暇取得促進へ取り組み内容（複数回答）
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な
要
素
よ
り
も
”ど
ん
な
仕
事
を
や
っ
て
も
ら
う

か”

を
課
題
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

四
分
の
一
超
の
事
業
所
で
障
害
者
を
雇
用

障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は「
こ
れ
ま
で
障
害

者
を
雇
用
し
た
こ
と
は
な
い
」（
五
五
．六
％
）が
半

数
以
上
に
上
っ
た
。一
方「
現
在
障
害
者
を
雇
用
し

て
い
る
」事
業
所
は
二
六
．九
％
と
全
国
計（
二
〇
．

三
％
）を
六
．六
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。ま
た
、「
現

在
は
雇
用
し
て
い
な
い
が
、過
去
に
雇
用
し
て
い

た
」も
一
七
．五
％
見
ら
れ
た（
図
表
⑪
）。

規
模
別
で
は「
現
在
雇
用
し
て
い
る
」事
業
所
は

大
規
模
事
業
所
ほ
ど
多
く
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇

人
」の
事
業
所
で
七
三
．六
％
に
達
す
る
。

業
種
別
に「
現
在
雇
用
し
て
い
る
」事
業
所
の
割

合
を
み
る
と
、「
製
造
業
」（
三
六
．四
％
）が「
非
製

造
業
」（
一
八
．三
％
）を
倍
近
く
上
回
っ
た
。

雇
用
し
て
い
る
障
害
者
の
人
数（
合
計
）は「
一

人
」（
六
四
．三
％
）が
最
も
多
く
、次
い
で「
二
人
」

（
一
六
．三
％
）、「
三
人
」（
九
．三
％
）。平
均
雇
用
人

数
は
一
．八
五
人
で
、全
国
計（
一
．八
三
人
）と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。

今
後
の
障
害
者
雇
用
の
予
定
は「
予
定
は
な
い
」

（
九
三
．〇
％
）が
九
割
以
上
に
達
し
た（「
検
討
中
」

六
．七
％
）、「
予
定
が
あ
る
」〇
．三
％
）。

障
害
者
雇
用
に
あ
た
っ
て
の
課
題
は「
担
当
業

務
の
選
択
」（
五
二
．六
％
）が
最
も
多
く「
作
業
の

効
率
性
」（
三
三
．九
％
）、「
職
場
設
備
の
改
善
」（
二

九
．七
％
）、「
周
囲
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

（
二
七
．九
％
）が
続
く（
図
表
⑫
）。

全
般
的
に「
雇
用
形
態
・
賃
金
の
設
定
」「
労
働
時

間
の
設
定
」「
通
勤
手
段
」な
ど
の
”労
働
条
件”

的

高
年
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て

七
割
以
上
の
企
業
で
継
続
雇
用
制
度
を
導
入

六
五
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は「
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
し

て
い
る
」が
七
二
．三
％
と
七
割
を
超
え
た
。ま
た

「
定
年
年
齢
を
六
四
歳
以
上
に
引
き
上
げ
て
い
る
」

（
九
．六
％
）、「
定
年
の
定
め
を
廃
止
」（
五
．〇
％
）

を
加
え
た
、何
ら
か
の
対
応
を
し
て
い
る
事
業
所

は
八
六
．九
％
に
上
っ
た
。

継
続
雇
用
制
度
対
象
者
の
基
準
に
つ
い
て
は
、

「
希
望
者
全
員
を
対
象
と
し
基
準
は
設
け
て
い
な

い
」が
五
九
．二
％
と
六
割
近
く
な
っ
た
。一
方
、

「
就
業
規
則
に
よ
り
制
度
の
対
象
と
な
る
者
の
基

準
を
設
け
て
い
る
」（
三
〇
．〇
％
）、「
労
使
協
定
に

よ
り
制
度
の
対
象
と
な
る
者
の
基
準
を
設
け
て
い

る
」（
一
〇
．八
％
）を
合
わ
せ
た
”基
準
あ
り”

と

す
る
事
業
所
は
四
〇
．八
％
と
な
る
。

継
続
雇
用
の
高
年
齢
者
の
雇
用
形
態
は「
嘱
託

職
員
・
契
約
社
員
」（
五
九
．八
％
）が
最
も
多
く
、次

い
で「
正
社
員
」（
三
七
．六
％
）、「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
」（
二
八
．一
％
）の
順（
図
表
⑬
）。

高
年
齢
者
継
続
雇
用
に
つ
い
て
の
課
題
は「
高

齢
者
の
健
康
管
理
・
体
力
の
維
持
」（
四
四
．〇
％
）

が
最
多
で「
高
年
齢
者
の
担
当
す
る
仕
事
の
確
保
」

（
二
八
．三
％
）、「
若
年
者
の
採
用
の
手
控
え
」（
二

二
．七
％
）が
続
い
た（
図
表
⑭
）。

業
種
別
に
み
る
と
、「
製
造
業
計
」で
は「
若
年
者

の
採
用
の
手
控
え
」が
二
位
と
な
り
、「
非
製
造
業
」

で
は「
高
年
齢
者
の
処
遇
が
難
し
い
」が
三
位
に

入
っ
て
い
る
。

17.0

17.5

8.0

19.9

21.6

18.9

20.6

14.7

0 20 40 60 80 100

全国（参考）

静岡県	計

1～9人

10～29人

30～99人

100～300人

製造業	計

非製造業	計

現在障害者を雇用している
現在は雇用していないが、過去に雇用していた

これまで障害者を雇用したことはない

5.4

2.2

6.5

8.3

27.9

6.5

8.3

11.0

12.6

13.7

27.9

29.7

33.9

52.6

0 10 20 30 40 50 60

その他

労働時間の設定

通勤手段

課題は特にない

研修・訓練

専任担当者の配置

雇用形態・賃金の設定

周囲とのコミュニケーション

職場設備の改善

作業の効率性

担当業務の選択 20.3

26.9

8.0

13.7

38.6

73.6

36.4

18.3

62.7

55.6

84.1

66.5

39.9

7.5

43.0

67.1

（％）（％）
図表⑪ 障害者雇用の有無図表⑫ 障害者雇用にあたっての課題（複数回答）
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最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
つ
い
て

最
賃
引
き
上
げ
は
パ
ー
ト
時
給
引
き
上
げ
で
対
応

最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
影
響
に
つ
い
て
は「
ほ

と
ん
ど
影
響
は
な
い
」が
五
一
．三
％
と
半
数
を

超
え
た
。一
方「
多
少
影
響
が
あ
る
」（
二
三
．二
％
）

と
、「
大
き
な
影
響
が
あ
る
」（
一
六
．七
％
）を
合
わ

せ
た「
影
響
あ
り
」は
三
九
．九
％
で
あ
る
。

概
ね
大
規
模
事
業
所
ほ
ど「
影
響
あ
り
」が
多

く
、「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」規
模
で
は
五
六
．六
％

と
な
っ
た
。

最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
影
響
が
あ
る
場
合
の
必 

要
な
対
応
と
し
て
は「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
時
給

の
引
き
上
げ
」（
五
五
．六
％
）が
最
も
多
く
、「
正
社

員
の
賃
金
の
引
き
上
げ
」（
三
三
．七
％
）、「
新
規
雇

用
の
手
控
え
」（
二
九
．九
％
）が
続
い
た（
図
表
⑯
）。

六
五
歳
以
上
の
高
年
齢
者
雇
用
の
有
無
を
み

る
と「
す
で
に
雇
用
し
て
い
る
」事
業
所
が
五
二
．

六
％
と
半
数
以
上
と
な
っ
た
。「
雇
用
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
」も
一
八
．六
％
と
な
っ
て
い

る
。一
方「
雇
用
す
る
考
え
は
な
い
」は
二
八
．八
％

だ
っ
た（
図
表
⑮
）。

規
模
別
で
は「
す
で
に
雇
用
し
て
い
る
」割
合
は

大
規
模
事
業
所
ほ
ど
高
く「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」

で
は
七
三
．六
％
が
高
年
齢
者
を
雇
用
し
て
い
る
。

業
種
別
に
み
る
と「
す
で
に
雇
用
し
て
い
る
」

事
業
所
は「
製
造
業
」（
五
八
．九
％
）が「
非
製
造
業

計
」（
四
七
．〇
％
）を
大
き
く
上
回
っ
た
。

具
体
的
業
種
で
は「
木
材
・
木
製
品
」（
六
五
．

九
％
）、「
機
械
器
具
」（
六
三
．〇
％
）、「
対
個
人

サ
ー
ビ
ス
業
」（
六
二
．五
％
）「
食
料
品
」（
六
一
．

五
％
）、「
総
合
工
事
業
」（
六
一
．三
％
）で
六
割
以

上
の
事
業
所
が「
す
で
に
雇
用
し
て
い
る
」と
回
答

し
て
い
る
。

静岡県の労働事情

	規模・業種

正
　

社
　

員

そ
　

の
　

他

	全		国		計 11,554 37.3 57.9 20.7 1.3
	静岡県	計 338 37.6 59.8 28.1 0.6
	　1～9人 39 51.3 33.3 33.3 0.0
	　10～29人 112 42.0 50.0 25.9 1.8
	　30～99人 138 37.7 65.9 22.5 0.0
　	100～300人 49 16.3 85.7 44.9 0.0
	　製造業	計 177 40.1 57.6 31.1 0.0

　	非製造業	計 161 34.8 62.1 24.8 1.2

28.3

21.0

22.7

28.3

44.0

0 10 20 30 40 50

19.1特に課題となることはない

高年齢者の処遇が難しい

若年者の採用の手控え

高年齢者の担当する仕事の確保

高齢者の健康管理・体力の維持 回
答
事
業
所
数

　
　
　
　

（
件
）

嘱
託
職
員・

　
		

契
約
社
員

パ
ー
ト・

　

		

ア
ル
バ
イ
ト

（％）

1.3

3.2

10.3

11.4

17.617.6

その他

若・壮年社員のモラルが低下する

人件費の負担が増加する

以前の部下や若手との人間関係

生産性が低下する

すでに雇用
している

52.6%

すでに雇用
している

52.6%
雇用を考え
ていきたい

18.6%

雇用を考え
ていきたい

18.6%

雇用する考
えはない

28.8%

図表⑮ 65歳以上の高年齢者雇用の有無

2.1

7.57.5

9.1

11.8

12.8

21.4

23.5

24.624.6

29.9

33.7

55.6

0 10 20 30 40 50 60

その他

事業の縮小や廃止

一部業務の外注

商品・サービス価格の引き上げ

高卒の初任給の引き上げ

アルバイトの時給の引き上げ

パート・アルバイトの削減

時給引き上げのための労働時間短縮

新規雇用の手控え

正社員の賃金の引き上げ

パートタイマーの時給の引き上げ

（％）

図表⑯  最低賃金引き上げの影響がある場合の必要
な対応（複数回答）

図表⑬  継続雇用の高年齢者の雇用形態図表⑭ 高年者継続雇用による課題（複数回答）
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静岡県の労働事情

賃
金
改
定
に
つ
い
て

四
割
近
く
が
「
今
年
度
賃
上
げ
実
施
」

調
査
時
点（
七
月
一
日
）ま
で
に
賃
金
を「
引
上

げ
た
」事
業
所
は
三
四
．三
％
、「
七
月
以
降
引
上

げ
る
予
定
」の
事
業
所
は
三
．八
％
。全
体
の
三
八
．

一
％
の
事
業
所
が
今
年
度
に
賃
金
の
引
上
げ
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
る（
図
表
⑱
）。

規
模
別
に
み
る
と
、大
規
模
事
業
所
ほ
ど
賃
金

の
引
上
げ
に
前
向
き
で「
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
」で

は「
引
上
げ
た
」が
六
五
．四
％
、「
七
月
以
降
引
上

げ
る
予
定
」が
三
．八
％
で
、今
年
度
に
賃
金
の
引

上
げ
を
実
施
す
る
事
業
所
は
約
七
割
に
上
る
。

一
方
、「
一
〜
九
人
」の
事
業
所
で
は「
今
年
は
実

施
し
な
い（
凍
結
）」は
三
三
．三
％
。今
年
度
に
賃

金
の
引
上
げ
を
実
施
す
る
事
業
所
の
割
合
は
二
割

に
満
た
な
い
。

業
種
別
で
は「
引
上
げ
た
」事
業
所
は
、「
製
造

業
」（
三
八
．三
％
）が「
非
製
造
業
」（
三
〇
．七
％
）

を
上
回
り
、年
度
中
に
賃
金
の
引
上
げ
を
実
施
す

る
事
業
所
も「
製
造
業
計
」（
四
三
．一
％
）が「
非
製

造
業
計
」（
三
三
．五
％
）を
一
〇
ポ
イ
ン
ト
近
く
上

回
っ
た
。

七
月
ま
で
に
賃
金
改
定
を
行
っ
た
事
業
所
の 

昇
給
額
は
、単
純
平
均
で
六
四
七
円
、加
重
平
均
で 

二
三
六
七
円
。昨
年
度
調
査
と
比
べ
、若
干
上
向 

い
て
い
る
。

規
模
別
に
み
る
と
、三
〇
人
未
満
の
事
業
所
で

は
、対
前
年
比
で
減
少
し
、三
〇
人
以
上
の
事
業
所

で
は
対
前
年
比
で
増
加
し
て
い
る
。

業
種
別
で
は「
金
属
・
同
製
品
」「
機
械
器
具
」「
運

新
規
学
卒
者
の
採
用
に
つ
い
て

二
割
超
の
企
業
が
来
年
度
新
卒
の
採
用
「
未
定
」

平
成
二
三
年
度
の
新
規
学
卒
者
の
採
用
計
画

に
つ
い
て「
あ
る
」と
回
答
し
た
事
業
所
は
一
七
．

八
％
。ほ
ぼ
前
年
並
み（
一
六
．五
％
）で
あ
る
。ま

た「
未
定
」と
回
答
し
た
事
業
所
は
二
二
．二
％
で

過
去
五
年
間
で
は
最
高
と
な
っ
た（
図
表
⑰
）。

「
あ
る
」は
大
規
模
事
業
所
ほ
ど
多
く
、「
一
〇
〇

〜
三
〇
〇
人
」で
は
五
三
．八
％
と
な
っ
た
。

逆
に「
な
い
」は
小
規
模
事
業
所
ほ
ど
多
く「
一

〜
九
人
」で
八
〇
．四
％
と
八
割
を
超
え
た
。

業
種
別
で
は「
あ
る
」と
の
回
答
は「
機
械
器
具
」

で
四
割
を
超
え
、「
な
い
」は「
職
別
工
事
業
」で
八

割
を
超
え
て
い
る
。

輸
業
」「
総
合
工
事
業
」「
設
備
工
事
業
」「
小
売
業
」

で
単
純
平
均
、加
重
平
均
と
も
増
加
し
た
。

七
月
ま
で
に
賃
金
改
定
を
行
っ
た
事
業
所
の
昇

給
率
は
、単
純
平
均
〇
．二
五
％
、加
重
平
均
〇
．九

三
％
で
、昨
年
度
調
査
と
比
べ
、若
干
で
は
あ
る
が

回
復
の
兆
し
が
あ
る
。

規
模
別
で
は
昇
給
額
同
様
、三
〇
人
未
満
の
事

業
所
で
は
、対
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
、三
〇
人
以
上
の

事
業
所
で
は
対
前
年
比
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

業
種
で
み
る
と
、「
金
属
・
同
製
品
」「
機
械
器
具
」

「
運
輸
業
」で
、単
純
平
均
・
加
重
平
均
と
も
一
．〇

〇
％
以
上
の
伸
び
が
み
ら
れ
た
。

引上げた
34.3%
引上げた

34.3%

引下げた 4.4%

今年は
実施しない
（凍結）

25.9%7月以降引上げる予定
3.8%

7月以降引下げる予定
1.3%

未定
30.3%

図表⑱ 賃金改定の実施状況

26.6

32.2

32.3

17.8

12.8

20.3

10.8

15.8

19.8

22.2

20.2

16.5

53.1

56.9

51.9

63.7

60.0

67.0

0 20 40 60 80 100

全国（参考）

ある ない 未定

（％）

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年

平成22年

図表⑰ 新規学卒者の採用計画の推移
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一
一
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
中
小
企
業
団

体
静
岡
県
大
会
の
席
上
で
、知
事
か

ら
産
業
振
興
功
労
表
彰
を
受
け
た
。

自
動
車
の
計
器
類
を
扱
う
矢
崎
計
器
㈱

や
矢
崎
部
品
㈱
な
ど
矢
崎
総
業
グ
ル
ー
プ

の
協
力
業
者
で
組
織
す
る
組
合
の
理
事
長

に
就
任
し
て
四
年
。
平
成
四
年
に
理
事
に

就
い
て
以
来
、
執
行
部
の
一
員
と
し
て
、

二
〇
年
近
く
組
合
運
営
を
担
い
続
け
る
。

組
合
員
は
静
岡
県
を
中
心
に
一
一
の
都

府
県
に
ま
た
が
り
、
扱
う
品
目
も
自
動
車

の
計
器
類
や
電
子
機
器
、
ガ
ス
、
空
調
、

太
陽
光
な
ど
の
住
宅
設
備
、
環
境
分
野
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
。

「
異
業
種
の
集
ま
り
で
あ
る
当
組
合
に

求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
組
合
員
と
取
引
先

の
仲
介
役
。
共
同
事
業
は
そ
れ
を
実
現
す

る
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
」
と
組
合
の
位
置

づ
け
を
明
快
に
説
く
。

組
合
で
は
、
組
合
員
が
取
引
先
に
納
入

す
る
部
材
を
共
同
保
管
庫
に
集
約
管
理
。

取
引
先
の
求
め
に
応
じ
、
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン

タ
イ
ム
で
集
配
納
品
す
る
。保
管
や
搬
入
、

集
配
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
で
部
材
の
多

品
種
化
・
多
頻
度
化
に
対
応
し
、
物
流
を

効
率
化
し
よ
う
と
い
う
の
が
狙
い
だ
。

「
扱
う
部
材
が
多
様
化
し
、
従
来
以
上

に
き
め
の
細
か
い
管
理
シ
ス
テ
ム
が
求
め

ら
れ
て
き
た
た
め
、
数
年
が
か
り
で
バ
ー

コ
ー
ド
変
換
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
そ
の
結

果
、
部
材
搬
入
時
の
作
業
精
度
が
大
幅
に

向
上
し
ま
し
た
。
今
後
も
組
合
員
の
顧
客

満
足
度
を
高
め
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
」。

組
合
設
立
か
ら
二
五
年
の
節
目
を
迎

え
、設
立
当
初
九
三
社
だ
っ
た
組
合
員
は
、

一
三
六
社
へ
と
大
き
く
増
え
た
。
組
合
員

の
業
種
は
広
が
り
、
組
合
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。

「
ど
こ
ま
で
き
め
細
か
く
目
配
り
が
で

き
る
か
。
そ
し
て
、
組
合
員
の
最
大
公
約

数
の
ニ
ー
ズ
を
具
現
化
し
た
事
業
を
ど
う

展
開
す
る
か
。
ミ
ク
ロ
、
マ
ク
ロ
両
方
の

視
点
か
ら
、
新
た
な
共
同
事
業
の
掘
り
起

こ
し
に
も
挑
戦
し
た
い
」。

社
長
を
務
め
る
山
梨
金
属
工
業
㈱
は
、

義
父
が
昭
和
二
二
年
に
静
岡
市
で
創
業
。

同
四
八
年
、
藤
枝
工
業
団
地
に
進
出
。
平

成
五
年
、
四
五
歳
で
社
長
に
就
き
、
団
地

組
合
の
理
事
長
も
二
期
四
年
務
め
た
。

「
い
ま
、
大
手
を
中
心
に
生
産
拠
点
が

次
々
と
海
外
に
移
り
、
国
内
の
も
の
づ
く

り
は
存
亡
の
岐
路
に
あ
る
。
若
い
力
と
熟

練
の
技
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
、
も
の
づ

く
り
の
灯
を
絶
や
す
こ
と
な
く
燃
や
し
続

け
て
い
き
た
い
」と
強
い
使
命
感
を
も
つ
。

「
何
か
趣
味
を
」
と
結
婚
後
に
始
め
た

投
げ
釣
り
。
業
界
の
釣
り
大
会
で
は
優
勝

を
は
じ
め
上
位
入
賞
常
連
の
腕
前
だ
。

自
宅
で
は
”マ
イ
包
丁”

を
片
手
に
、太

刀
魚
、や
り
い
か
、か
つ
お
、真
鯛
と
釣
っ
た
獲

物
の
料
理
に
玄
人
は
だ
し
の
腕
を
ふ
る
う
。

「
近
所
に
お
す
そ
分
け
す
る
な
ど
、近 

所
付
き
合
い
も
深
ま
り
ま
し
た
。し
ば
ら
く 

釣
り
に
出
て
な
い
の
で
、”そ
ろ
そ
ろ”

と

思
っ
て
い
る
ご
近
所
も
多
い
か
な
」と
笑
う
。

クローズアップインタビュー

協同組合島田計器部品センター

山梨昭次理事長

組合活性化情報

産業振興功労表彰を受賞
組合設立25年を迎え
新たな展開に挑戦
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Business Report 組合の動き

「
漆
器
に
よ
る
酒
杯
シ
リ
ー
ズ
」
が

　
　
　
　
　
　
　
「
文
化
賞
」
を
受
賞

２
０
１
０
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
し
ず
お
か
・
静
岡
漆
器
工
業
協
同
組
合

デ
ザ
イ
ン
や
市
場
性
に
優
れ
た
県
内

中
小
企
業
の
製
品
を
選
定
・
顕
彰
す
る

「
２
０
１
０
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
し
ず
お

か
」
の
表
彰
式
が
一
一
月
一
二
日
、
静

岡
県
庁
内
で
行
わ
れ
、
受
賞
者
の
ほ
か

審
査
員
、
来
賓
ら
約
五
〇
人
が
出
席
。

県
経
済
産
業
部
の
吉
林
章
仁
部
長
代

理
や
審
査
員
長
の
吉
村
等
静
岡
文
化
芸

術
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
が
、
受
賞

者
に
表
彰
状
や
選
定
証
を
手
渡
し
た
。

一
七
回
目
の
今
年
度
は
、日
用
品
、業

務
用
品
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
、部
品
・
素
材
、伝

統
工
芸
品
な
ど
六
〇
点
の
応
募
作
品
か

ら
、書
類
審
査
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
経
て
、大
賞（
県
知
事
賞
）を
は

じ
め
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
賞
、文
化

賞
な
ど
六
部
門
一
二
点
が
選
ば
れ
た
。

組
合
関
係
で
は
、
静
岡
漆
器
工
業
協

同
組
合
の
「
漆
器
に
よ
る
酒
杯
シ
リ
ー

ズ
」
が
「
文
化
賞
」
を
受
賞
。
伝
統
の

技
法
を
用
い
、
見
る
人
を
わ
く
わ
く
さ

せ
、
お
酒
が
楽
し
め
る
器
に
仕
上
が
っ

て
い
る
と
高
い
評
価
を
受
け
た
。

同
組
合
の
新
井
吉
雄
理
事
長
は
、

「
好
み
の
お
酒
を
お
気
に
入
り
の
杯
で

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
駿
河
漆
器 

の
”変
り
塗
り”

を
用
い
、 

異
な
っ
た
職
人
の
多
様
な

デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
た
。

こ
れ
を
機
に
組
合
員
の

結
束
を
一
層
高
め
、
駿
河

漆
器
の
新
た
な
可
能
性

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
」と
語
っ
た
。

大
賞
に
は
、
静
岡
県
商

工
会
連
合
会
の
デ
ザ
ー

ト
ト
ッ
ピ
ン
グ
用
ふ
り
か

け「
ふ
り
ー
ら
フ
ル
ー
ラ
」

が
選
ば
れ
た
。

川
根
本
町
の
寸
又
峡
温
泉
郷
で
、

一
〇
月
一
五
日
か
ら
三
一
日
ま
で
「
和

紙
の
あ
か
り
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
日
本
一
清
楚
な

温
泉
保
養
地
」
を
目
指
そ
う
と
寸
又
峡

美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
協
同
組
合

（
望
月
孝
之
理
事
長
）
な
ど
で
組
織
す

る
実
行
委
員
会
が
五
年
前
か
ら
実
施
。

光
源
に
電
球
を
用
い
、
竹
や
木
な
ど

の
天
然
素
材
に
和
紙
を
張
っ
た
二
〇
〇

点
近
く
の
造
形
作
品
が
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
。
月
や
紅
葉
な
ど
、
秋
の
夜
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
や
独
創
的
な
デ
ザ

イ
ン
の
作
品
が
多
く
見
ら
れ
た
。

寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
、
温
泉
郷
の
歩

道
や
旅
館
の
玄
関
先
な
ど
約
五
〇
〇
㍍

に
わ
た
り
展
示
。
電
飾
性
の
看
板
や
照

明
が
最
小
限
に
と
ど
め
ら
れ
た
秋
の
夜

の
温
泉
郷
を
柔
ら
か
な
あ
か
り
が
包
み

込
ん
だ
。

実
行
委
員
会
の
事
務
局
を
務
め
る
同

組
合
で
は
、

「
非
日
常
的
な
癒
し
の
空
間
が
味
わ
え

る
と
毎
回
好
評
で
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
知
名
度
が
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
作
品

も
趣
向
を
凝
ら
し
た
力
作
揃
い
。
温
泉

郷
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
さ
ら

に
定
着
さ
せ
た
い
」
と
話
し
た
。

秋
の
夜
の
温
泉
街
を

柔
ら
か
な
あ
か
り
が
包
み
込
む

寸
又
峡
美
女
づ
く
り
の
湯
観
光
事
業
協
同
組
合

値
を
創
造
し
た
も
の
な
ど
、
レ
ベ
ル
の

高
い
作
品
が
揃
っ
た
。
今
後
も
デ
ザ
イ

ン
を
強
力
な
武
器
に
静
岡
県
の
モ
ノ
づ

く
り
が
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」
と
講
評
し
た
。

吉
村
審
査
員
長
は
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
や

商
品
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
に
デ
ザ
イ
ン
を

戦
略
的
に
組
み
込
ん
だ
も
の
、
伝
統
技

術
を
基
に
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
新
た
な
価

▲約200点の中から金賞（最高賞）に選ばれた
作品（上）。幻想的なあかりが温泉郷を包む

t▼�表彰状を受ける新
井理事長（写真左）
と高い評価を受け
た「漆器による酒
杯シリーズ」
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静
岡
茶
の
魅
力
を
世
界
に
発
信世

界
お
茶
ま
つ
り
２
０
１
０

茶
文
化
の
普
及
や
茶
の
需
要
拡
大
な

ど
を
通
じ
、
お
茶
の
魅
力
を
静
岡
か

ら
世
界
に
発
信
し
よ
う
と
”世
界
お
茶

ま
つ
り
２
０
１
０”

（
同
ま
つ
り
実
行

委
員
会
主
催
）
が
一
〇
月
二
八
日
か
ら

三
一
日
ま
で
の
四
日
間
、
静
岡
市
の
グ

ラ
ン
シ
ッ
プ
を
中
心
に
開
か
れ
た
。

同
ま
つ
り
は
、
平
成
一
三
年
か
ら
三

年
ご
と
に
静
岡
市
内
で
開
か
れ
、
今
回

で
四
回
目
。
過
去
最
多
と
な
る
二
八
の

国
・
地
域
か
ら
茶
業
者
や
研
究
者
、
愛

好
者
ら
が
参
加
し
た
。

世
界
の
お
茶
の
新
商
品
や
茶
器
な
ど

の
関
連
商
品
が
集
ま
っ
た
”ワ
ー
ル
ド

Ｏ
︲
Ｃ
Ｈ
Ａ
メ
ッ
セ”

に
は
、
静
岡
茶

商
工
業
協
同
組
合
な
ど
約
二
〇
〇
店
が

出
展
。
新
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

一
三
〇
点
を
超
え
る
世
界
各
地
の
急

須
や
茶
わ
ん
な
ど
を
集
め
た
”ワ
ー
ル

ド
茶
器
コ
ン
テ
ス
ト”

で
は
、
静
岡
漆

器
工
業
協
同
組
合
が
最
高
金
賞
に
次
ぐ

金
賞
を
獲
得
。
本
漆
塗
り
の
湯
飲
み
、

茶
卓
と
菓
子
器
を
一
体
化
し
た
ヒ
ノ
キ

製
の
「
新
茶
も
て
な
し
茶
器
セ
ッ
ト
〈
五

月
の
風
〉」
が
特
別
展
示
さ
れ
、
来
場
者

の
目
を
引
い
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
海
外
の
茶
文
化
紹
介
や
緑

茶
普
及
の
方
策
を
探
る
世
界
緑
茶
会
議

や
世
界
大
茶
会
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
。
会
場
は
お
茶
に
関
す
る
産
業
、

文
化
、学
術
の
最
新
情
報
で
溢
れ
て
い
た
。

静
岡
の
仏
壇
を
全
国
に

　
　
　
　
京
都
で
仏
壇
メ
ッ
セ
開
催

静
岡
仏
壇
卸
商
工
業
協
同
組
合

静
岡
仏
壇
卸
商
工
業
協
同
組
合
（
静

岡
市
・
志
村
幹
彦
理
事
長
）
で
は
、
静

岡
の
仏
壇
を
全
国
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
一
一
月
四
日
と
五
日
の
二
日
間
、

京
都
市
の
京
都
市
観
業
館
「
み
や
こ

め
っ
せ
」
で
”シ
ズ
オ
カ
仏
壇
み
や
こ

メ
ッ
セ　

２
０
１
０”

を
開
催
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
毎
年
秋
に
ツ
イ
ン

メ
ッ
セ
静
岡
で
行
わ
れ
る
シ
ズ
オ
カ
仏

壇
・
仏
具
メ
ッ
セ
を
は
じ
め
て
県
外
で

行
っ
た
も
の
。

組
合
員
ら
一
一
社
が
趣
向
を
凝
ら
し

た
一
二
〇
〇
点
を
超
え
る
新
作
の
仏
壇

や
仏
具
を
出
品
し
、
静
岡
仏
壇
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
た
。

女
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
女
性
の
視
点
で

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
や
モ
ダ
ン
な
感
覚

溢
れ
る
創
作
仏
壇
、
現
在
の
住
環
境
に

マ
ッ
チ
し
た
家
具
調
仏
壇
な
ど
、
斬
新

な
作
品
が
並
び
、
一
〇
〇
〇
人
近
い
バ

イ
ヤ
ー
ら
の
注
目
を
浴
び
て
い
た
。

組
合
で
は
、

「
は
じ
め
て
の
県
外
開
催
で
不
安
も

あ
っ
た
が
、
反
応
は
上
々
で
手
応
え
は

あ
っ
た
。
安
価
な
輸
入
品
に
対
抗
し
、

産
地
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
購
入
者

の
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か
く
採
り
入
れ
た

付
加
価
値
の
高
い
製
品
が
必
要
。
メ
ッ

組合活性化情報

▼静岡の仏壇・仏具約1200点が京都にお目見えした

▲主会場となったツインメッセは多くの来場
者で賑わった

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

セ
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
活
か
し
、
静

岡
産
地
を
挙
げ
て
新
製
品
開
発
に
取
り
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　売上高が、再び減少に逆戻りした。収益状況も２ヶ
月連続で悪化、業界の景況は３ヶ月ぶりに小幅なが
ら改善した。円高の影響は全業種に及んでおり、政
府の早急な対策を求める声はさらに強まっている。
また、製造業を中心にエコカー補助金終了に対する
不安は、早くも表面化しており、今後の動向に注意
が必要である。

　　　　　　 ・・・ 対象17業種より抜粋
［ 一般機器 ］ 
　円高に歯止めがかからず、メーカーの海外移転が本格化。国
内の空洞化を懸念する声が一段と高まっている。

［ 輸送用機器 ］
　エコカー補助金終了により、売上は大幅に落ち込んだ。円高
により、親企業からのコストダウン要請が心配。

［ 繊維・同製品 ］ 
　今後の受注の見通しが立たず、設備の増設や従業員を増やす
状況にない。

［ 運輸業 ］
　自動車部品、家電、飲料水等は荷動きが鈍化。燃料費の高騰
で収益も悪化。

［ 小売業（家電） ］
　家電エコポイントの影響で、地デジTV販売は依然好調。し
かし、制度変更のある12月以降が不安。

概　況

業界の声

DI値の推移

景況ウォッチ （22年10月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

事
務
局

組合活性化情報

※DI値＝［（増加・好転組合数−減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

H22.09 H22.10

-19.5

-14.8

-32.2

-20.7

-46.0

-32.2

-7.7

-10.3

-48.3

‑28.7

‑8.2

‑24.1

‑24.1

‑47.2

‑27.6

‑12.9

‑16.1

‑44.9

H22.9 H22.10

-9.2

6.6

8.1

-3.4

-1.2

4.6

-5.2

-5.8

3.4

＋0.1以上･･･　　  ± 0.0･･･　　  〜 −20.0･･･　　  −20.0 〜･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

四
〇
年
以
上
に
わ
た
り
勤
務
し
た
損

害
保
険
会
社
を
定
年
退
職
し
、
故
郷
静

岡
に
Ｕ
タ
ー
ン
。
平
成
八
年
四
月
、
生

活
環
境
衛
生
整
備
業
者
が
組
織
す
る
組

合
の
事
務
局
に
入
っ
た
。

「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
が
大
好

き
。
保
険
会
社
で
は
、
新
た
な
分
野
を

ど
ん
ど
ん
開
拓
し
た
も
の
で
し
た
」。

三
〇
代
初
め
で
新
支
店
開
設
を
手
が

け
て
以
来
、一
貫
し
て
新
店
舗
の
立
ち

上
げ
や
新
市
場
の
開
拓
に
携
っ
て
き
た
。

主
要
店
舗
で
の
支
店
長
経
験
も
豊
富
だ
。

「
組
合
組
織
を
知
っ
た
の
は
保
険
会

社
時
代
。
火
災
保
険
の
関
係
で
、
神
奈

川
県
内
の
自
動
車
整
備
業
者
の
協
業

化
の
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
も
。
経
営

や
金
融
の
相
談
に
乗
っ
た
こ
と
も
あ
る

持
ち
前
の
営
業
力
で新

事
業
を
構
築

し
、
中
央
会
や
商
工
中
金
の
業
務
内
容

も
あ
る
程
度
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
、

組
合
事
務
局
の
仕
事
に
対
す
る
不
安
は

あ
ま
り
な
か
っ
た
か
な
」
と
振
り
返
る
。

組
合
事
業
の
柱
は
、
組
合
員
が
管
理

す
る
汚
水
処
理
施
設
や
貯
水
槽
な
ど
の

水
質
検
査
事
業
。
組
合
設
立
直
後
か
ら

三
〇
年
以
上
、
組
合
を
支
え
て
き
た
事

業
で
あ
る
。

事
務
局
入
り
し
て
真
っ
先
に
取
り
組

ん
だ
の
は
、
検
査
事
業
と
並
ぶ
主
要
事

業
の
構
築
だ
。

「
も
う
一
本
、
太
い
柱
を
つ
く
る
こ
と

で
、
組
合
運
営
は
さ
ら
に
安
定
す
る
。

そ
こ
で
提
案
し
た
の
が
、
高
速
道
路
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
あ
る
浄
化
槽
管
理

の
共
同
受
注
。
組
合
の
技
術
力
と
ノ
ウ

ハ
ウ
を
前
面
に
出
し
た
企
画
書
を
つ

く
っ
て
積
極
的
に
営
業
し
、
二
年
目
で

受
注
に
成
功
し
ま
し
た
」
と
持
ち
前
の

営
業
力
と
企
画
力
で
組
合
に
大
き
な
事

業
の
柱
を
も
た
ら
し
た
。

「
保
険
会
社
で
は
モ
ノ
で
は
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
を
売
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
組

合
事
務
局
も
同
じ
こ
と
。
組
合
員
各
社

が
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
事
務
局
の
大
き
な
役
割

で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す
」

と
信
念
に
揺
る
ぎ
は
な
い
。

三
〇
代
半
ば
、上
司
か
ら
ク
ラ
ブ
を
譲 

っ
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
始
め
た
ゴ

ル
フ
は
”シ
ン
グ
ル一
歩
手
前”

の
腕
前
。

「
今
は
、
昔
か
ら
の
友
人
と
ワ
イ
ワ
イ

や
り
な
が
ら
、
プ
レ
ー
す
る
の
が
楽
し

み
」
と
休
日
を
心
待
ち
に
す
る
。

協同組合環衛センター

早川泰弘専務理事
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─── モノづくりの矜持 ───

私的な話になり恐縮だが、私の義父は、名古屋市
で機械部品の加工業を営んでいる。加工業と言っ
ても、従業員は義母、義兄とパートの女性という超
零細企業、絵に描いたような“町工場”である。
最近は不況で稀になったが、実家に帰省すると、

土日でも夜遅くまで仕事をする姿を一頃よく見か
けた。私だけのんびりしているのも悪いと思い、過
去に一度手伝いを申し出たことがあった。最初は
遠慮されていたが、半ば強引に手伝いをさせても
らった。
ねじ穴を空ける作業をしたのだが、これが自分

にとっては大変な作業だった。同じ動作が延々と
続く。工場内には騒音が響き、エアコンもない。作
業は危険を伴い、一つ間違えれば大けがにつなが
る。なにせ初めてで慣れない作業。途中、何本もド
リルの刃を折ってしまった。
なんとかやり終えたものの、義兄が私の目につ

かないよう手直しをする姿をみかけて、余計な手
出しだったと痛切に後悔した。折ったドリルの刃
も、相当高額だっただろう。利益が一個何銭の世
界、間違いなく赤字だ…当たり前だが、それから手
伝いの依頼はない。
「モノづくりは楽しい」「新しいことにチャレンジ
しなくては生き残れない」。私も確かにそう思う。
しかし、実家のような町工場では実際にはどうし
たら良いのだろうか。モノづくりの楽しさをどこに
見出せばよいのか？日々の仕事に追われる中、新
しいことに挑戦する余裕があるのだろうか？

モノづくりの現場では、モノをつくっているだけ
ではない。義兄は普段寡黙な人だが、納品に行った
時などは満面の笑顔だ。下請けと元請けの良好な関
係を保つこと、これも立派なモノづくりの一部だ。
モノづくりに限らず、仕事にとって大切なこと－
それは、“矜持”つまりプライドを持つことではない
だろうか。言い古された言葉だが、義父や義兄を見
ていて、その気持ちは強くなった。
会社は、中小企業の経営者にとって生活そのもの

である。きれいごとばかりでは、通用しない部分も多
い。一方で、組合、中央会の役割とは、さらに言えば、
政府、行政の役割とはあくまでも“従なるもの”であ
るという気がする。だからこそ、主である現場の意
見には最大限従うべきだと思う。その時に重要なの
が、お互いがプライドを持つことではないだろうか。

静岡県は、名実ともにモノづくり県である。現在、
全国的にも数少ないモノづくり振興条例の制定に
向け準備がなされている。是非とも、モノづくりに携
わる人にとって、大いに役立つ条例となってほしい。
また、中央会の仕事も、一種のモノづくりに違い
ない。今の自分に、仕事に、プライドをもっている
か？答えは胸に留めておこう。
それにしても、中小企業の苦境は深刻だ。義兄は、

昨年末から夜間、運送業のアルバイトをしている。
一日も早い景気の回復を、願わずにはいられない。	
	 （押尾）

（少しだけ）モノづくりの現場から

モノづくり振興条例に注目を

モノづくりにとって大切なこと
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組
合
設
立・解
散
の
概
況

中
小
企
業
組
合
は
、昭
和
五
〇
年
代
に
は
年
間

一
〇
〇
〇
組
合
を
超
え
る
新
規
設
立
が
あ
っ
た

が
、六
〇
年
代
以
降
は
八
〇
〇
～
九
〇
〇
組
合
台

で
推
移（
平
成
四
年
度
は
一
〇
〇
三
組
合
）。

平
成
一
〇
年
度
に
七
九
二
組
合
と
八
〇
〇
組

合
を
割
っ
た
も
の
の
、一
一
年
度
か
ら
は
再
び

八
〇
〇
組
合
台
で
推
移
し
て
い
た
。

し
か
し
、一
九
年
度
以
降
は
一
九
年
度
六
〇
四

組
合
、二
〇
年
度
五
二
八
組
合
、二
一
年
度
三
六
九

組
合
と
、新
規
設
立
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る（
図

表
①
）。

新
設
組
合
を
組
合
の
種
類
別
に
み
る
と
、平
成

一
三
年
度
ま
で
は
、事
業
協
同
組
合
が
九
割
近
く

を
占
め
て
い
た
が
、近
年
は
、企
業
組
合
の
設
立
が

多
く
な
り
、一
二
年
度
、一
三
年
度
に
は
新
設
組
合

の
一
割
近
く
を
占
め
、一
五
年
度
か
ら
は
二
割
台

と
な
っ
た
。そ
の
後
、一
八
年
度
一
四
．九
％
、一
九

年
度
九
．六
％
、二
〇
年
度
九
．三
％
と
低
下
が
続

い
て
い
た
が
、二
一
年
度
は
一
七
．三
％
と
大
き
く

増
加
し
た
。

二
一
年
度
の
新
設
組
合
を
業
種
別
に
み
る
と
、

サ
ー
ビ
ス
業（
廃
棄
物
処
理
業
、自
動
車
整
備
業

な
ど
）が
九
〇
組
合
と
最
も
多
く
、以
下
、異
業
種

七
一
組
合
、建
設
業
五
七
組
合
、製
造
業
五
三
組
合

と
続
く
。近
年
は
、新
規
設
立
数
に
占
め
る
異
業

種
、サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

一
方
、解
散
の
動
向
は
、長
期
に
わ
た
る
不
況

と
構
造
変
化
の
影
響
か
ら
解
散
組
合
が
増
加
し
、

二
一
年
度
は
一
一
九
四
組
合
が
解
散
し
た
。

二
一
年
度
の
解
散
組
合
を
、組
合
種
類
別
に
み

る
と
、事
業
協
同
組
合
が
九
九
八
組
合
と
全
体
の

八
三
．六
％
を
占
め
て
い
る
。

業
種
別
で
は
製
造
業（
食
料
品
、繊
維
工
業
、木

材
・
木
製
品
、製
造
業
内
異
業
種
、窯
業
・
土
石
製

品
な
ど
）が
二
八
一
組
合
と
最
も
多
く
、小
売
業

二
五
八
組
合
、建
設
業
一
八
〇
組
合
、サ
ー
ビ
ス
業

一
七
一
組
合
、異
業
種
一
〇
九
組
合
、卸
売
業
六
五

組
合
が
続
い
て
い
る
。

［ トピックス ］

平成21年度の全国の設立組合数は369組合
組合による地域資源活用事業計画の認定件数は20件

事業協同組合
事業協同小組合

火災共済協同組合
信用組合

協同組合連合会
企業組合
協業組合
商工組合

商工組合連合会
商店街振興組合

商店街振興組合連合会
計

（資料出所）都道府県中央会・全国中央会調べ

21年
290
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64
4
1

2

369

20年
472

1
49
4

2

528

19年
539

1
58
3
1

2

604

18年
697

1
123
4

2

827

17年
621

4
166
8

7

806

16年
658

9
187
8
2

4

868

15年
626

6
167
12
1

3
1

816

14年
687

8
117
6

9
1

828

13年
742

2
12
81
5
1

7
1

851

12年
757

12
82
7

4

862

11年
757

18
42
12
1

13
2

845

10年
738

2
6
24
6
2

14

792

5年
868

6
19
11
5

61

970

元年
723

11
50
4
6

45
13

852

60年
809

14
18
13
14

64
1

933

図表① 全国の組合種類別新設組合の推移

　

全
国
中
央
会
で
は
、中
小
企
業
組
合
の
今
後
の
活

動
の
参
考
に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、組
合
関
連

の
最
新
デ
ー
タ
や
全
国
各
地
で
積
極
的
に
活
動
し
て

い
る
中
小
企
業
組
合
の
事
例
を
ま
と
め
た「
中
小
企

業
組
合
白
書
」を
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

　

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は「
組
合
白
書
」の
中
か
ら
全
国
に

お
け
る
組
合
の
設
立
や
解
散
、会
社
へ
の
組
織
変
更
、

Ｌ
Ｌ
Ｐ
、Ｌ
Ｌ
Ｃ
、農
商
工
連
携
や
新
連
携
な
ど
、組

合
を
中
心
と
す
る
連
携
組
織
の
動
向
を
紹
介
す
る
。

平成22年度版
中小企業組合白書
最近の中小企業組合等連携組織の動向
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組
合
か
ら
会
社
へ
の
組
織
変
更

平
成
一
一
年
の「
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関

す
る
法
律
」の
改
正
に
よ
り
、事
業
協
同
組
合
、企

業
組
合
、協
業
組
合
に
つ
い
て
は
、株
式
会
社
又
は

有
限
会
社
へ
の
組
織
変
更
が
可
能
と
な
っ
た
。

法
施
行
か
ら
二
二
年
三
月
末
ま
で
の
間
に
、組

合
か
ら
会
社
に
組
織
変
更
し
た
の
は
三
九
四
組

合
。内
訳
は
、事
業
協
同
組
合
か
ら
の
組
織
変
更

一
九
七
、協
業
組
合
一
四
一
、企
業
組
合
五
六
と

な
っ
て
い
る（
図
表
②
）。

Ｌ
Ｌ
Ｐ
、Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
動
向

（
一
）
Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
動
向

Ｌ
Ｌ
Ｐ（L

im
ited L

iability P
artnership

）は

平
成
一
七
年
八
月
一
日
、「
有
限
責
任
事
業
組
合
契

約
に
関
す
る
法
律
」に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
新

た
な
事
業
体
。①
構
成
員
全
員
が
有
限
責
任
で
、②

損
益
や
権
限
の
分
配
が
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
内
部
自
治
が
徹
底
し
、③
構
成
員
課
税

の
適
用
を
受
け
る
と
い
う
三
つ
の
特
徴
を
も
つ
。

平
成
二
一
年
一
二
月
末
で
、延
べ
四
〇
五
七
組
合

が
登
記
さ
れ
て
い
る
。

組
合
員
数
別
に
み
る
と
、最
小
単
位
で
あ
る「
二

名
」が
四
一
．七
％
、「
三
名
～
五
名
」も
四
〇
．九
％

と
、合
わ
せ
て「
二
名
～
五
名
」の
組
合
が
八
割
以

上
を
占
め
て
い
る
。

業
種
別
で
は「
学
術
研
究
、専
門
・
技
術
サ
ー
ビ

ス
業
」が
三
四
．八
％
と
最
も
多
く
、以
下「
情
報
通

信
業
」（
一
五
．六
％
）、「
卸
売
業
、小
売
業
」（
一
一
．

七
％
）と
続
く（
平
成
二
一
年
一
二
月
末
時
点
、経

済
産
業
省
調
べ
）。

な
お
、中
央
会
が
設
立
指
導
を
行
っ
た
件
数（
平

成
一
九
年
度
）は
二
二
件
で
あ
る（
全
国
中
央
会
調

べ
）。Ｌ

Ｌ
Ｐ
は
、地
域
資
源
を
活
用
し
た
連
携
や
ま

ち
づ
く
り
に
お
い
て
、従
来
と
は
異
な
る
ア
プ

ロ
ー
チ
、新
た
な
事
業
展
開
が
促
さ
れ
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、全
国
中
央
会
で
は「
有
限
責

任
事
業
組
合
の
設
立
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
平
成

一
九
年
三
月
に
作
成
し
た
。

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、有
限
責
任
事
業
組
合
に

対
す
る
中
央
会
の
支
援
の
方
向
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
、そ
の
特
徴
と
留
意
点
、Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
取
り
組
み

（
技
術
開
発
型
、新
事
業
ト
ラ
イ
型
、販
売
強
化
型

等
の
タ
イ
プ
等
）の
事
例
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め

を
行
っ
て
い
る
。

（
二
）
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
動
向

Ｌ
Ｌ
Ｃ（L

im
ited L

iability C
om

pany

・
合

同
会
社
）は
、平
成
一
八
年
五
月
一
日
に
施
行
さ
れ

た
会
社
法
に
よ
り
新
た
に
誕
生
し
た
人
的
会
社
で

あ
る
。

Ｌ
Ｌ
Ｃ
は
①
法
人
格
を
持
ち
、②
有
限
責
任
、③

内
部
自
治
原
則
が
特
徴
で
あ
る
。

制
度
発
足
以
来
、設
立
数
は
増
加
し
て
お
り
、平

成
二
一
年
末
ま
で
に
約
一
三
，六
〇
〇
社
が
設
立

（
法
務
省
調
べ
）。大
手
企
業
の
合
弁
事
業
な
ど
で

か
な
り
の
活
用
が
あ
る
。

な
お
、中
央
会
が
直
接
設
立
指
導
し
た
件
数 

（
平
成
一
九
年
度
）は
三
件
で
あ
る（
全
国
中
央
会

調
べ
）。

組
合
青
年
部
の
動
向

組
合
青
年
部
は
、中
小
企
業
組
合
を
母
体
と
し

て
、概
ね
四
五
歳
以
下
の
若
手
経
営
者
や
企
業
の

後
継
者
等
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
役
割
は
、①
業
界
及
び
組
合
の
次
代
を
担

う
後
継
者
の
育
成
、②
若
い
世
代
の
新
鮮
な
感
覚
、

発
想
、行
動
力
に
よ
る
組
合
運
営
と
共
同
事
業
の

活
性
化
、③
新
し
い
課
題
へ
の
挑
戦
な
ど
、組
合
活

動
を
活
発
に
展
開
し
て
い
く
原
動
力
と
な
り
、ま

た
実
質
的
な
担
い
手
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

組
合
青
年
部
の
ほ
と
ん
ど
は
、組
合
内
の
若
手

経
営
者
や
後
継
者
の
同
志
的
連
帯
を
基
盤
に
、独

自
の
会
則
や
事
業
予
算
を
設
け
て
い
る
。

そ
の
活
動
は
、教
育
研
修
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、親
睦
・
交
流
活
動
な
ど
に
加
え
、イ
ベ
ン
ト

T O IP C S

株式会社 有限会社 合 計

事業協同組合 161 36 197

協業組合 121 20 141

企業組合 42 14 56

合計 324 70 394

図表② 組合から会社への組織変更
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T O IP C S

の
実
施
な
ど
組
合
の
共
同
事
業
の
一
部
を
担
当

す
る
も
の
も
多
い
。ま
た
、青
年
部
か
ら
組
合
の

役
員
を
登
用
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

平
成
二
二
年
一
月
現
在
の「
組
合
青
年
部
及
び

青
年
中
央
会
の
活
動
状
況
調
査
」（
全
国
中
央
会
）

に
よ
る
と「
青
年
部
の
あ
る
組
合
」は
三
五
六
二

組
合
。全
国
の
中
小
企
業
組
合
の
約
一
割
が
青
年

部
を
有
し
、そ
の
構
成
員
は
四
万
一
〇
九
二
人
と

な
っ
て
い
る
。

組
合
青
年
部
を
会
員
と
す
る
青
年
中
央
会
や

青
年
部
協
議
会
等
の
組
織
も
各
県
で
設
立
さ
れ

て
お
り
、そ
の
全
国
組
織
と
し
て「
全
国
中
小
企

業
青
年
中
央
会
」が
あ
る
。

平
成
二
二
年
六
月
現
在
、加
入
団
体
数
は
一
六 

四
七
団
体
、構
成
員
は
約
三
万
五
〇
〇
〇
人
。

青
年
中
央
会
で
は
、講
習
会
や
研
修
会
な
ど
の

人
材
育
成
事
業
、青
年
部
交
流
事
業
、青
年
部
大

会
、機
関
誌
の
発
行
な
ど
多
彩
な
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

農
商
工
連
携
の
動
向

中
小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者
と
が
連
携
し
て

行
う
事
業
を
支
援
す
る
た
め「
中
小
企
業
者
と
農

林
漁
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
活
動
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」（
農
商
工
等
連
携
促
進
法
）が
平

成
二
〇
年
に
施
行
さ
れ
た
。

主
務
大
臣
に
よ
り
、中
小
企
業
者
及
び
農
林
漁

業
者
が
共
同
作
成
し
た
農
商
工
等
連
携
の
事
業

計
画
が
認
定
さ
れ
る
と
、補
助
金
、税
制
、金
融
面

を
は
じ
め
と
し
た
総
合
的
な
支
援
措
置
が
受
け

ら
れ
る
。

事
業
計
画
に
は「
農
商
工
等
連
携
事
業
計
画
」

と「
農
商
工
等
連
携
支
援
事
業
計
画
」の
二
種
類

あ
る
が
、こ
れ
ま
で
に「
農
商
工
等
連
携
事
業

計
画
」三
九
八
件
、「
農
商
工
等
連
携
支
援
事
業

計
画
」六
件
が
認
定
さ
れ
て
い
る（
平
成
二
二
年

一
〇
月
八
日
現
在
）。

「
農
商
工
等
連
携
事
業
計
画
」の
認
定
件
数
の

内
訳
を
経
済
産
業
局
別
に
み
る
と
、北
海
道
三
一

件
、東
北
三
七
件
、関
東
九
四
件
、中
部
六
六
件
、

近
畿
五
七
件
、中
国
三
三
件
、四
国
二
三
件
、九
州

四
三
件
、沖
縄
一
四
件
で
あ
っ
た
。

案
件
に
は
、組
合
が
直
接
連
携
に
参
加
し
て
い

る
も
の
や
、都
道
府
県
中
央
会
が
連
携
体
に
加

わ
っ
て
い
る
も
の
、サ
ポ
ー
ト
機
関
と
な
っ
て
い

る
も
の
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

地
域
資
源
活
用
組
合
の
動
向

各
地
域
の
強
み
で
あ
る
農
林
水
産
品
、鉱
工
業

品
及
び
そ
の
生
産
技
術
、観
光
資
源
の
三
類
型

か
ら
な
る
地
域
資
源
を
活
用
し
て
新
商
品
の
開

発
等
の
事
業
を
行
う
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た

め
、「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
」が
平
成

一
九
年
六
月
施
行
さ
れ
た
。

平
成
二
一
年
六
月
時
点
で
、都
道
府
県
が
指
定

す
る
地
域
資
源
の
数
は
一
万
一
七
三
二
件
。

そ
の
内
訳
は
、観
光
資
源（
五
六
二
九
件
）が
最

も
多
く
、次
い
で
農
林
水
産
物（
三
五
七
三
件
）、

鉱
工
業
品（
二
五
三
〇
件
）と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、支
援
を
受
け
る
た
め
に
中
小
企
業
者
が

策
定
し
、都
道
府
県
が
認
定
し
た
地
域
資
源
活
用

事
業
計
画
の
数
は
、平
成
二
二
年
一
〇
月
時
点

で
、八
六
五
件
。う
ち
、中
小
企
業
組
合
に
よ
る
認

定
計
画
は
二
〇
件
で
あ
る
。

新
連
携
の
動
向

平
成
一
七
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た「
中
小
企
業

の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
中

小
企
業
新
事
業
活
動
促
進
法
）」に
よ
る「
新
連

携
」（「
異
分
野
連
携
新
事
業
分
野
開
拓
」）は
、平

成
二
二
年
一
〇
月
五
日
現
在
、全
国
で
七
〇
九
件

の
事
業
計
画
が
認
定
を
受
け
て
い
る
。

認
定
さ
れ
た
コ
ア
企
業
の
多
く
は
組
合
に
加

入
し
て
お
り
、組
合
組
織
等
を
活
用
し
た
信
頼
関

係
あ
る
強
固
な
連
携
の
も
と
で
事
業
化
支
援
に

取
り
組
み
、成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た「
経
営
革
新
計
画
」を
作
成
し
、都
道
府
県

な
ど
が
承
認
す
る
と
様
々
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
が
、こ
れ
ま
で
に
全
国
で
四
万
二
〇
〇
八
件

（
累
計
）が
承
認
さ
れ
て
い
る（
平
成
二
二
年
七
月

現
在
）。

う
ち
組
合
等
の
承
認
件
数
は
一
八
一
件
で
あ

る
。「

新
連
携
」事
業
が
着
実
な
成
果
を
挙
げ
て
い

る
要
因
と
し
て
は
、認
定
事
業
者
の
努
力
や
様
々

な
支
援
措
置
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、各
中
央
会
が

「
新
連
携
支
援
地
域
戦
略
会
議
事
務
局
」と
の
連

携
を
密
接
に
し
て
、き
め
細
か
な
支
援
を
し
て
い

る
こ
と
も
大
き
い
。
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○事務幹事代理店　静岡県協同振興株式会社
　　〒��0-0���　静岡市葵区追手町��-1
　　TEL	：	0��-��1-1���　FAX	：	0��-���-0���

○募　集　代　理　店　静鉄保険サービス株式会社
　　〒��0-0���　静岡市葵区日出町�-�	静鉄日出町ビル�F
　　TEL	：	0��-���-�00�　FAX	：	0��-���-�0��

ご連絡先

＜引受保険会社＞
三井住友海上火災保険株式会社 静岡第二支社
〒��0-00�1
静岡市葵区呉服町1-�	三井住友海上静岡ビル�F
TEL	：	0��-���-�1��　FAX	：	0��-���-���0

NO.96405　SA9-091020-A3N　2009.10/A3N12/B
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※�なお、携帯電話、IP電話等からはフリーアクセスの電話
がご利用できませんので、最寄りのセンターまで。
※�メール労働相談、弁護士労働相談、個別的労使紛争あっ

せんも行っております。

■問い合わせ
静岡県産業部就業支援局労働政策室
〒420-8601�静岡市葵区追手町₉-₆

TEL：054-221-2817　FAX：054-271-1979
http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-210/index.html

・雇用に関すること
　→定年制、退職強要、配置転換など
・勤労者福祉に関すること
　→労働保険、退職金共済制度、福利厚生など
・労働組合に関すること
　→労働組合の結成、活動、労働協約、不当労働行為など
・その他→職業能力開発、職場の人間関係など
■電話相談
通話料着信者払いサービスのフリーアクセス

0120-9-39610をご利用ください。

中央会封筒の裏面に広告を掲載しませんか！

■広告掲載する封筒の種類と掲載場所

■規格・広告掲載料

※掲載料に版下作成費は含みません。
版下原稿は、広告主様のご負担にて完全原稿でご提出いただくこととなります。

■お申込み・お問い合わせ等
所定の申込用紙にてお申し込みいただくこととなりますので、まずは、下記までご連絡ください！
詳細な掲載要領や申込用紙などをお送りします。
また、中央会ホームページから掲載要領・申込用紙等をプリントアウトしてご利用いただけます。

◎静岡県中小企業団体中央会　総務課（ＴＥＬ：０５４－２５４－１５１１）
広告掲載申込み期間：平成２２年１２月１３日～平成２３年１月２１日（必着）

項　　目 中央会封筒
１枠サイズ
印　刷　色
掲　載　料
掲載期間

中小企業静岡発送用封筒
120mm（縦）×110mm（横）
１色（濃紺）※封筒はスカイブルー １色（紺・特色）※封筒はサーモンピンク
１枠につき60,000円（税込） １枠につき50,000円（税込）

１年間（４月１日～翌年３月３１日）

中央会では、平成23年度に使用する封筒の裏面を活用して、組合や企業等の広告を募集します。
封筒は、発送・会議開催時等に使用され、組合関係者のみならず、各企業、行政機関、金融機関等の
手元に届きます。この機会にぜひご活用ください！！

①中央会封筒（縦332mm×横240mm）の裏面
Ａ４サイズの書類が入る大きさ。発送・会議開催時等に使用

②中小企業静岡発送用封筒（縦311mm×横228mm）の裏面
毎月発行される中小企業静岡等の発送用として使用

110mm（縦）×100mm（横）
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無料相談キャンペーン好評につき半年間延長！
2011年₃月31日まで初回面談30分無料

※30分経過以降および₂回目以降はおたずねください。
※弁護士の指定はできません。
※キャンペーン後の標準相談料は30分5,250円となります。

中小企業、個人事業の経営上の問題・悩みを弁護
士は法律の専門家として、解決のお手伝いをしま
す。お気軽にご相談ください。

■相談事例
₁.�売掛金の回収
取引先に信用不安の噂があります。当社の売掛金
を払ってもらうためにはどのようにすればよいで
しょうか？
₂.�契約交渉
取引先から契約書が送られてきました。こちらに
有利な内容に変えさせるためにはどのように交渉
すればよいですか？
₃.�クレーム対応
当社の製品を購入した人が毎日のように苦情電話
を掛けてきます。どこまで対応しなければならな
いでしょうか？
₄.�賃貸借
当社周辺のオフィス賃料が下がっているようです。

当社の賃料も下げてもらうことはできませんか？
₅.�労使問題
円満に退職したはずの従業員から突然、残業代の
支払を求める手紙が届きました。支払わなければ
なりませんか？
₆.�模倣品対策
当社の製品とそっくりな製品を競業他社が販売し
ているのを見つけました。止めさせる方法はあり
ますか？
₇.�新規事業
当社は他の₂社と販売提携を行うことにしたので
すが、何を決めておけばよいでしょうか。契約書
にした方がよいのでしょうか？
■問い合わせ
日本弁護士連合会�ひまわり中小企業センター
〒100-0013�東京都千代田区霞が関₁-₁-₃
TEL：03-3580-9981　FAX：03-3580-2866
URL：http://www.nichibenren.or.jp/

静岡県では、県下₄か所の県民生活センター等
で労働相談窓口を設け、専門の相談員が労働に関
する問題について幅広く相談に応じています。
■相談窓口

■出張相談
賀茂県民相談室及び熱海・富士・藤枝・中遠・北遠の
総合庁舎では、労働相談員による随時の出張相談を行
います。予約等は、最寄りの県民生活センターまで。
■相談内容
・労働条件に関すること
　→解雇、賃金不払い、退職金、労働時間など

中小企業のための
ひまわりほっとダイヤル

静岡県の労働相談窓口のご案内
〜解雇、賃金不払いなどで悩んでいませんか〜

①まずはお電話ください。

※通話料がかかります。
※ＰＨＳおよび一部のＩＰ電話からはつながりません。

②お名前・連絡先などの
　基本情報をお伝えください。

③弁護士から連絡がいきます。
　面談の予約をしてください。

④弁護士の事務所などで
　ご相談ください。

▼

▼

▼

困ったなと思ったら

午前10時～午後4時（正午から午後1時までを除く）
〈受付時間〉月曜日～金曜日（祝日を除く）
全国共通専用ダイヤル　０５７０－００１－２４０

▼

 相談窓口 住所 電話番号 受付時間等
〒415-0016
下田市中531‐1
下田総合庁舎2階
〒410-0801
沼津市大手町1‐1‐3
商連会館ビル2階
〒422-8067
静岡市駿河区南町14‐1
水の森ビル3階
〒430-0933
浜松市中区鍛冶町100‐1
ザザシティ浜松中央館5階

中部
県民生活センター

東部
県民生活センター

賀茂
県民相談室

西部
県民生活センター

9:00～16:00
土、日、

国民の祝日等休日、
年末年始

（12/29～1/3）
はお休みです。

0558
24-2206

055
951-9144

054
286-3208

053
452-0144
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便利さ・スピード・安心の組合金融事業
　〜報徳の精神を組合活動に〜

く み あ い 百 景

特
に
、「
推
譲
」
言
い
換
え
れ
ば
、

余
財
を
蓄
財
し
、
困
難
に
備
え
、
弱
者
・

社
会
に
譲
る
と
い
う
考
え
は
、
協
同
組

合
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
相
互
扶
助
」

の
精
神
そ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
報
徳
思
想
」
を
実
践
し
、
昭

和
二
七
年
の
設
立
か
ら
、
約
六
〇
年
に

わ
た
り
、
金
融
事
業
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
の
が
当
組
合
だ
。

現
在
、
組
合
員
は
約
三
〇
〇
、
出
資

金
は
一
億
八
千
万
円
を
超
え
て
い
る
。

創
立
以
来
、
五
九
期
連
続
で
黒
字
決
算

を
記
録
。積
小
為
大
を
重
ね
、自
己
資
本

比
率
の
充
実
と
組
合
の
健
全
運
営
に
よ

り
組
合
員
の
事
業
に
寄
与
し
て
い
る
。

尊
徳
翁
は
、
一
八
二
〇
年
に
「
五
常

講
」
と
い
う
、
構
成
員
相
互
間
の
連
帯

保
証
制
度
、
言
う
な
れ
ば
信
用
組
合
の

礎
と
な
る
金
融
制
度
を
創
設
し
た
。

金
融
事
業
と
言
う
と
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
、
少
し
難
し
い
事
業
を
想
像
す
る
方

も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も

集
団
に
お
け
る
共
同
事
業
は
、
金
融
事

業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

組
合
員
か
ら
の
出
資
金
、
自
ら
の
利

益
積
立
金
、
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
融

資
を
基
金
と
し
、
組
合
員
の
事
業
に

必
要
な
資
金
を
提
供
し
て
い
る
。
市
中

か
つ
て
、
小
学
校
の
校
門
脇
で
よ
く

見
か
け
た
”二
宮
尊
徳”

像
。
山
で
薪

を
拾
い
、
そ
の
道
す
が
ら
時
間
を
惜
し

ん
で
勉
強
す
る
少
年
︱
そ
ん
な
イ
メ
ー

ジ
の
尊
徳
翁
が
、
協
同
組
合
制
度
と
密

接
な
関
係
を
も
つ
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

そ
の
尊
徳
翁
が
唱
え
た
「
報
徳
思
想
」

は
、
掛
川
市
を
中
心
に
全
国
へ
広
め
ら

れ
、
日
本
国
憲
法
の
「
勤
労
の
義
務
」

の
原
型
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

報
徳
思
想
と
は
、「『
至
誠
・
勤
労
・

分
度
・
推
譲
』
を
行
う
こ
と
で
、
自
他

共
に
共
生
に
よ
る
住
み
良
い
社
会
を
つ

く
る
」
と
い
う
教
え
で
あ
る
。

「
至
誠
」
と
は
誠
実
な
心
。「
勤
労
」

す
る
こ
と
か
ら
学
び
、
自
分
を
磨
く
。

怠
け
癖
を
戒
め
、分
を
守
り
（「
分
度
」）、

節
約
し
余
財
を
「
推
譲
」
す
る
。

金
利
と
比
べ
る
と
割
高
に
思
う
方
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
保
証
料
の
付
加

が
な
い
こ
と
や
、
融
資
実
行
ま
で
の
ス

ピ
ー
ド
の
早
さ
、
当
組
合
の
銀
行
レ
ー

ト
に
近
づ
け
る
不
断
の
努
力
等
を
考
慮

す
る
と
、
組
合
員
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
な
事
業
で
あ
る
。

昭
和
三
一
年
当
組
合
に
入
職
、
平
成

一
〇
年
か
ら
第
六
代
理
事
長
を
務
め
る

山
田
隆
照
氏
（
生
花
業
）
は
、
長
い
歴

史
を
振
り
返
り
こ
う
語
る
。

「
今
ま
で
企
業
の
栄
枯
盛
衰
を
数
多
く

見
て
き
た
が
、
組
合
員
の
成
長
ほ
ど
嬉

し
い
こ
と
は
な
い
。
企
業
に
と
っ
て
融

資
は
半
円
。
融
資
先
の
努
力
が
あ
っ
て

こ
そ
、
一
つ
の
円
に
な
る
こ
と
を
多
く

の
事
例
か
ら
学
ん
だ
」。

こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
徹
底
し
た
人

材
育
成
の
必
要
性
を
痛
切
に
感
じ
た
。

「
財
務
諸
表
の
読
み
方
を
学
ぶ
こ
と
は

当
然
と
し
て
、
最
良
の
方
法
を
融
資
先

至
誠
・
勤
労
・
分
度
・
推
譲

報
徳
の
教
え
を
組
合
活
動
に

住　所	 〒424-0814
　　　　静岡市清水区本郷町5番13号	中駿ビル
理事長	 山田隆照
組合員	 299人（平成22年9月現在）
設　立	 昭和27年12月27日
T E L 	 054-365-3456
F A X 	 054-365-3458
U R L 	 http://www4.ocn.ne.jp/~chusun/

▲ 昭和44年竣工の「中駿ビル」。毎朝、職員
総出で行うラジオ体操を、玄関の尊徳像が
やさしく見つめる

中駿商工業協同組合

＝融資条件＝
◇組合加入 静岡市・焼津市・藤枝市・島田市 
　資　　格 富士市・富士宮市の商工業者
◇資金使途 あらゆる事業資金
◇融資方法 手形貸付・証書貸付・手形割引
◇融資金額 一組合員  9,000万円まで
◇融資利率 年4％～8％
◇返済方法 短期・長期の元金一括返済方式、 
 元利（元金）均等返済方式など
◇担　　保 不動産又は有価証券等
◇連　　帯 法人：代表者以外に1人以上 
　保　証　人 個人：1人以上

※詳細は、組合にご確認ください。
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て
い
る
が
、
当
組
合
は
創
立
当
時
か
ら
、

地
域
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
、
徳
を

も
っ
て
徳
に
報
い
る
と
い
う
社
会
的
使

命
を
第
一
に
活
動
し
て
き
た
。
そ
れ
が
、

い
ま
注
目
を
集
め
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
の
根
底
に
あ
る
考
え
方
だ
」。

昨
今
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
躍

進
に
、
今
後
の
連
携
組
織
が
生
き
残
る

道
を
見
出
す
と
と
も
に
、
当
組
合
の
存

在
意
義
に
自
信
を
示
す
。

日
本
振
興
銀
行
の
破
綻
、
貸
金
業
法

の
改
正
等
、
業
界
の
環
境
変
化
は
激
し

い
が
、
山
田
理
事
長
の
世
の
中
を
見
つ

め
る
目
は
冷
静
だ
。

「
企
業
の
成
長
は
、
着
実
で
あ
る
な

ら
限
り
な
く
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
本
業
に
徹
す
る
。
自
分
の
範

囲
内
で
仕
事
を
す
る
。
分
を
わ
き
ま
え

る
。
こ
れ
こ
そ
が
分
度
で
あ
り
、
総
て

の
行
動
の
出
発
点
だ
」。

報
徳
の
教
え
一
言
、
一
言
に
、
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
た
。

の
一
員
に
な
っ
た
つ
も
り
で
考
え
る
こ

と
が
大
切
だ
。
職
員
に
は
、
融
資
先
を

実
力
の
整
っ
た
型
に
”仕
立
て
直
す”

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」。

厳
し
く
も
示
唆
に
富
む
指
導
が
、
職

場
の
良
い
緊
張
感
を
生
ん
で
い
る
。

現
在
、
組
合
の
常
勤
役
職
員
は
一
四

人
。
う
ち
男
性
八
人
が
組
合
士
資
格
を

有
し
て
お
り
、
県
下
の
組
合
で
は
断
ト

ツ
の
数
だ
。
そ
の
他
に
も
、
貸
金
業
務

主
任
者
資
格
や
宅
建
主
任
者
資
格
等
を

有
す
る
職
員
も
多
数
お
り
、
理
事
長
の

熱
い
思
い
は
着
実
に
根
付
い
て
い
る
。

職
員
の
資
質
向
上
と
同
時
に
、
組
合

員
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
月

に
一
度
、
外
部
講
師
を
招
き
、
報
徳
の

教
え
を
中
心
に
勉
強
会
を
開
催
。
毎
回

多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
会
社
経
営
に

限
ら
ず
、
人
間
の
生
き
方
そ
の
も
の
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

昭
和
四
八
年
に
は
、
関
係
団
体
と
連

携
し
て
「
中
駿
育
英
奨
学
金
」
制
度
を

創
設
。
現
在
ま
で
の
奨
学
金
利
用
者
は
、

約
三
〇
〇
人
に
上
る
。『
今
ま
く
木
の

実
。
後
の
大
木
ぞ
』
と
は
、
尊
徳
翁
の

言
葉
だ
が
、
ま
さ
に
そ
の
教
え
を
実
践
、

多
く
の
大
木
が
育
っ
て
い
る
。

「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
特
に

地
域
密
着
型
金
融
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

組合活性化情報

組
合
と
は
、仕
事
と
は
…
分
度
で
あ
る

▲ 山田理事長自らも、第一期認定の組合士。
今でも率先して学ぶ姿が、職員の良き道
標になっている

2011年「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」のご案内

静岡県中央会では、新春恒例の行事となりました「組合トップセミナー」・「新春賀詞交歓会」を下記のとお
り開催いたします。
新年が大いなる飛躍の年となりますよう、決意を新たにする交流の機会として頂ければ幸いです。
多くの皆様のご参加をお待ちいたしております。

◇開  催  日  程

■第1部「組合トップセミナー」
14:30～ 開会
14:50～ 基調講演

■第2部「新春賀詞交歓会」
16:30～18:00 交流会

◇会       場 ホテルセンチュリー静岡（JR静岡駅南口徒歩1分）

◇基  調  講  演 テーマ 「日本経済の本当の姿と不況の出口を探る」
講 師 須田慎一郎（すだ　しんいちろう）氏

経済ジャーナリスト

◇参   加   費 お一人 15,000円

◇お問合せ・お申込み 静岡県中小企業団体中央会 情報企画課 担当；押尾・真野・小沼
TEL. 054-254-1511
FAX. 054-255-0673

平成23年1月12日（水）
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読者プラザ

中部青年中央会に焼津の｢さつき会｣から出向し
て2年目になります。
正直、中部青中は大変です。初めて参加した役員
会で二時間フルに会議したのには、びっくりでした。
委員会活動も活発に行っています。今年は「おら
んちもん」委員会を担当しています。
これは、静岡県地産で役員同士の商品を県内、そ

して全国に発信出来るような物をパッケージング
したいとの思いで活動を始め、今回二回目のお歳暮
シーズンを迎えることができました。
これをきっかけに、静岡の隠れた逸品を全国にア

ピールできれば、と思います。
中部青中は、会議では活発に真剣に意見を交わ

し、お酒の席ではお互い腹を割って仕事の話もくだ
らない話もできる仲間の集まりです。
寛大な先輩たち、気の合う仲間に出会うことがで

きたのは、本当に自分の財産です。
これからもよろしくお願いします！

気の合う仲間との
出会いが財産
静岡県中部青年中央会

副会長長谷雄介
志太鉄工機械工業協同組合青年部 さつき会

●	発行人	／	静岡県中小企業団体中央会	〒420-0853	静岡市葵区追手町44-1	 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
	 	 	 東部事務所	 〒410-0881	沼津市八幡町7番1号	 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
	 	 	 西部事務所	 〒430-0929	浜松市中区中央1丁目17-19	TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
●	中央会ホームページ	http://www.siz-sba.or.jp/	●E-mailアドレス	joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
12月号（通巻685号）

新設組合紹介

組合員はいずれも富士宮の特産品を扱う㈿富士
山特産品振興会のメンバーで、富士宮市内で食品製
造業に携る6社。
道の駅“朝霧高原”に隣接する約50,000㎡の敷
地に高度化資金等を活用し、工業団地を建設。総事
業費は約11億円を見込み、平成24年4月のオープ
ンを予定する。
“森の中に点在する工房群”をイメージし、各工房
間には境界を設けず、遊歩道で結び来場者の周遊性
を高める。組合員レストランでは地元食材を使った
上質な食事を提供。富士山を望む敷地内に広葉樹を
ふんだんに植えるなど、環境と景観に配慮した公園
感覚の団地を目指す。
さらに作り手の顔の見える安全安心な食品を提
供するため、製造工程を公開。“見せる食品団地”と
しても積極的にアピールしていく考えだ。
富士宮市の提唱する“フードバレー構想”に沿っ
た富士山ブランド･朝霧ブランドの発信拠点として
の期待も大きい。

朝霧高原に“見せる”
食品団地を建設
あさぎりフードパーク協同組合
富士宮市

簑　功理事長　

平成21年1月号からスタートした表紙絵の
“静岡の地場産品”シリーズ。丸2年、24回目の
今月号でひとまず終了となった。
掉尾を飾るのは“造船”。清水にある㈱三保造
船所のご厚意により多くの資料をご提供頂いた。
さてこのシリーズ、地元の信用金庫が編んだ
冊子（“しずおか特産品解体新書”）を基に、近藤
よしひろ先生と季節感やテーマなどを踏まえ掲
載内容を打ち合わせてきた。

冊子の情報に不足があるときは「読み手に分
かりやすく伝えなければね」と先生自らが資料
を集め、それをさりげなく、盛り込んで頂いた。
かんなの削りかすひとつ、靴ひも一本に至る

まで、細部へのこだわりをもって描く姿勢が読
者の皆さんにも伝わったのではないかと思う。
新年号から“しずおか”にちなむ新シリーズが

スタート。県内はもちろん、県外にも広く“しずお
か”を発信していきたいと思う。	 （住川）
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